
 

2023 年 1２月 

武蔵大学同窓会 会長 矢田 稔 

 

武蔵大学同窓会ホームページにアクセスしていただき有難うございます。 

同窓会員の皆様には、日頃より同窓会活動への多大なご支援・ご協力をいただ

き厚くお礼申し上げます。  

同窓会活動については、２０２０年度以降新型コロナウイルスの影響から制約の

多い状況が続いていましたが、昨夏以降、地方支部総会・クラブ OBOG 会・ゼミ会

など徐々に再開の動きが広がり、今春の５類相当移行に伴いコロナ禍前の姿に戻

ってきました。 

本部では、本年２月「業種別白雉会（IT・通信業界）」を３年振りに対面式で開

催、卒業後１０年以内の若手ＯＢＯＧが参加者の半数を占めるなど、これまでにな

い若手の多い会合となりました。 

また、「同窓会総会」を６月２４日に開催（出席者１５９名、葉書等議決権行使者

９８３名）、２０２２年度決算・202３年度予算などを審議・承認していただき、総会終

了後には４年振りに懇親会を開催する運びとなりました。 

更に、白雉祭開催期間中の１１月４日には３年連続中止となっていた「ホームカミ

ング」を大学側のご尽力により盛大に開催することが出来ました。 

「同窓会活動をコロナ禍前に復活する」ことを会長就任時の目標に掲げていた

だけに、こうした活動再開は誠に喜ばしい限りです。 

この間、広報面では年２回の会報発行を継続する中で、新たに在学生全員に会

報を配布（202３年１月発行分から）することにしました。在学生に同窓会を知って

いただくと共に、会報を自宅に送ることでご家族にも同窓会への理解を深めていた

だく副次的な効果も期待しています。 

なお、紙ベースの会報に加え会報のデジタル化など、情報発信ツールの多様化

も重要と認識しており、新たに「ＤＸ（デジタルトランスフォーメンション）推進部会」

を設置、この面での検討・推進を図っていきたいと考えています。 

一方、同窓会活動の原点である「年会費」に関しては、昨年度の納入者は過去

最高の水準になったものの、目標とする「プロジェクト１０００」との乖離は引き続き

大きい状況に変わりはありません。会員の皆様には、会費納入へのご理解・ご協力

を切にお願いする次第です。 

また、地方支部からは「参加メンバーの高齢化・固定化」、「若手、女性の参加者



が少ない」との声が一層高まっているように伺われます。その解決の基本は、同窓

会のネットワークを広げて行くことが肝要です。本部としては、幹事会や支部との連

携を深め、こうした課題の改善と共に魅了ある同窓会づくりに努めてまいりますの

で、会員の皆様の引き続いてのご理解・ご協力をお願いいたします。 

最後に、同窓会の行事予定や開催状況に関しては、本ホームページや毎月配信

しているメールマガジンなどで逐次お知らせしておりますので、是非ご覧いただき多

数のご参加をお待ちしております。 

 

以 上 


